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　はしがき

　われわれの地球をとりまいている室気は大部分酸素と

窒素から成り立っているが．わずかながら含まれている

ものに，アルゴソ，ネオソ，水素やヘリウム，それに水

蒸気，炭酸ガス，オゾソ，アムモニヤなどがある。これ

らの気体を静かに放置すると，容積比でいって重い気体

ネオソ，アルゴソなどは下方に多くたまり水素，ヘリウ

ムなどめ軽い気体は上方にたま為であろろ．ところが，

実際の大気，中ではそうでなく，大部分の気体は対流圏で

はほとんど一様な容積比をむっている，これは対流圏で

は混合がはげしく行われているためである．成暦圏に入

ってからや』これらの気体の分離が始ま酸り素では22．4

kmに至って容積比が1％減ずるといわれている．とこ

ろが水蒸気やオゾソは例外である．水蒸気は冷えるとす

ぐに飽和に達し，雲や雨あるいは雪となって大気からの

がれさる．叉はこれと反対に水面から蒸発によって大気㌧’

の中に入っていく・このよろにして水蒸気の量け常に変1．．．．

化しながら室気と共に移動して，いろいろの気象現象を聴

起す．オゾソは大気中の酸素との間に302之203という．『．

関係で発生したり消滅したりしているために，亭はり一1

檬な容積比をしめしていない．しかし水蒸気のように，
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　たロき　ン
液体や固体になって落下することもないし，そめ最も多一　

く含まれている位置が地上20k貸i附近にあることや，

全体の量が空気の数百万分の一しかないために，それほ

ど重要覗されていない．しかし水蒸気，炭酸方スと共に』一

赤外線や紫外線をもよく吸牧するので・大気中で光の吸’、憂

牧体として熟輸邊の間題には重要であり，叉電離暦の電㍑

離とも関蓮をもつので最近各国でさかんに研究せられる

ようになった．きたる昭和32～33年の国際地球物理年

（Intemati6nal　Geophysical　Yεar）には広く世界各地．li
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で協同してオゾソ観測をも行ろ計画が進められており，

我が国も参加することになっている．

　大気オゾン研究の歴史

　水晶分光写眞器で太陽スペクトルをとると，可覗部か
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　のら紫外部にゆくに従って彊度が弱まるが，波長3300A

の

（A…オソグ不ト・一ムといろ単位で10－8cmに等しい）

　　　　　　　　　　　　　の附近から急に弱くなり29与OA附近に至？て全くスペク

トルを認められなくなる．このスペクトル彊度の減少が

オゾソの吸牧と一致しているこ、とから，大気中にオゾソ

が存在するととが見いだされたのは前世紀の絡り頃であ

る．しかし本格的な研究が進みだしたのは1920年代に

なって，ハーブリ，ビュソソやドブソソが測定をするよ

ろになった．特にドブソソは始めヘリー型の分光写眞器

を数個作って，1926年から1929年の聞に，オヅクスフ

オード（52。N，10W），パレソシヤ（520N，10QW），．

ラーピLック（600N，10W），を始め，スウェーデソのア

ピスコ（68マN，1goE），ドイツのリソデソベレグ（530N，

140E），スイスのアロザ（470N，10。E），チリーのモソ

テヅマ（220S），米国カリフオルニアのテーブルマソテ

シ（340N，！180W），エジフ。トのヘルバソ（300N，310E），
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　第1図　オゾン全量の年変化

　　　　20
　　　南
　　　まム　　　ロ
　　　塀40
　　　　　　12345678910日12n
　　　　第2図　オゾン奈量のイソ／レツト（単位cm）

．　＊鉛直な大気の柱を考え，その中にあるオゾン以外のも

　　のを全部取り去つて，残つたオゾンを0。Cに保ちながら

　　一気圧になるまで・鉛直方向におしちぢめたとき，オゾン

　　のとる厚さをオゾン全量という．普通数mmのもので
　　ある才ゾン全量に対してオゾン濃度という言葉を用い奇

　　が，それはある点でのオゾン量を上と同様な厚さでいい

　　表わすもので普通高さ1km当りの値で表わすのが脅慣

　　である．但し理論的取扱いではlc．c中に含まれるオゾ

　　ーン分子の数で表わすことが多い．
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イソドのコダイカナル（ioON，78？E），ニュージーラソ

ドのクリスチヤーチ（440S，！730E），ノールウェーの

スピヅッベルグソ（79。N，160E）と』・った各所におき，

オゾソの緯度分布や年変化などを測定し，叉気象との関

係も調べた．そみ後（1931年）写眞の代りに光電管を

用いたり，分光器を二重分光器にして，感度と精匿をあ

げ，各地で観測が続けられているが，東洋では上海郊外

の徐家涯（310N，77。E）で1932～1942年に亘って行

われており，その外イソドではボソベイ（190N，730E），

デリー（29。N，770E），プーナ（1goN，740E），シムラ

（31・N，77。E），大洋洲・1ではカソベ1ラ　（35。S，14goE），

欧洲ではイギリスのオヅグスホード，タウソハム，マー

ケツト（53。N，OoE｝，カムボーソ（500N，50W），

Eshdalemuir（550N，3。W），アバーデソ（570N，20W），

ノールウェーのトロムソフ（700N，190E），ドソバース

（62N，9。E），オスロ（600N，110E），デソマークのア

ールフス（560N，100E），ドイツのポツツダム（520N，

130E），スイスのアロザ，北米では米国のワシソトソ

（3gQN，77。W），ホワイトサソド（32。N，1060W）な

どがある．1950年ドブソソは光電管を10段の光電糟倍

管にとりかえ感度をあげることに成功し，月からの光を

用いてもオゾソ観測をすることができるよ弓になった．

第3図はこの最も新しい

型の器・械である．

　別のずっと簡単な器械

は1934年米国のW．W．

コブレソツやR．ステア

によって発表された．こ

れはドブソソ分光器の方

式が太陽光線から単色光

にとり出すのに反し，数

種のフィルターとチタニ

ューム光電管を用いて，　　　　　　　　　　　　　第3図Dobsonの分光器

太陽紫外部を例えば2700～3400，2900～3400，3000～

　　　　　　　　　ロ3400，31QO～3400Aの範囲に分けるものである』彼は

これを用いて1934年から1943年までワシソトソで観

測した結果を発表している．その後同地でS・フリヅツ

が1948年1950年春に亘ってドブソソの方式で観測を行禽

った．・この2つの月李均値は，もちろん年代の差はある

が，必ずしも似通っていない．

　以上はどれもオゾソ全量＊を測ることであるが，1929

年F．W，P，ゲッツがいわゆるゲッツ効果（反転効果）

を発見してドブソソの器械に天項からくる散乱光をいれ

ることによって，オゾソの垂直分布を知ることができる

よ5になった．

　叉月食の際，月光の彊もさを測定することによっ．て垂

直分布が測定される．（第4図）H．K．ペッォルトはよくへ

この方法を行っている．「

”天気”　1，・4



し、．

議

r

一1し

・’ハマ　　　ザ∵夕1一㌦

篭
．

　　この2つの方法は仮に
　　　　　　　　　　　　　　斗耳丁

オゾソの分布を仮定して鵠

それにより器械に受げる

光の彊さを計算し，実測
　　　　　　　　　　　　　　　　　’＼．、x
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　瓶　　　　　　　　　　　　　　　　～1．と合わなければ，合ろま
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＼倉
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＼1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ラノロ

灘雛嚢20，烈、㌘　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　y
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　￥

　　　　　　　　　　　　　　　’ノレ／布を測定することも行わ
　　　　　　　　　　　　　　10三ノ
れた．E．＆V．H．ウェゲ

ナは小型軽量の水晶分光

器を作って，気球につげ，

1934年6月，スツツガル　　oo　σ01　σ02　σ03無

ト（490N・9。E）で31km　第4図オゾンの垂直分布

　　1・Stuttgart　　（独），1934．6．26　（分光箒）

　　2・Albuquerque（米），1950．3．16　（分光：器）

　　3・White　Sands（米），’1946．10．10（ロケツト）

　　4・Beltsville　（米），1938．6．30　（ゾンデ）

　　5・Poona　　，（印），1948．2．24（反転効果）
　　6」50S，　　　　　　1949．10．6　（月食）

まで測定した．第2次大戦後，彼は米国のユユーメキシ

．コ州のアルプヵ一ク（350N，1070W）でも観測してい

る．もちろん器械が落下拾得されなければ，・ならない．

コブレソツとステアは前述の装置を飛揚に適するように

し，且つ発振器をつげてラヂオゾソデを作 り・1937～1938

年にワシソ’トソの南方メリーラソド州のベルツヴイルで

数回観測を行っている．1946年10月10日ニューメキ

シコ州のホワィトサソドで行われたV－2戸ケット飛揚

に際し，その一部に分光器を装備して，太陽スペクトル

を撮影し88kmまでの測定ができた．その後数回のロケ

ット資料が発表されている．叉人聞の乗った自由気球に

よる観測も試みられ，・1935年エクスポロア号ほ高さ

22kmに達した．その外飛行機による観測も行われてい

るが・何分にも飛行高度が低いために，ほとんど対流圏

の観測にとどまっている．

　米国のストロソグはドプソソと同じ原理でオゾソ全量

を測り・別に9・6μ幣の太陽赤外線を用いてオゾソ暦の

重心の高さを求めている．

　一方大気オゾソの生成分布等についての理論的取扱い

は・S・チヤツプマソ，0．R．ウルフ＆L．S．デミソグ，

R・メッケ・P・ゲェツなどによって始められ，近年三宅，

猿橋，R・A・クレィ，H．デユツツ等によって行われて

いる．

　叉オゾソの光に対する吸牧係数はファブリとブユリソ

などの測定があったが，、1932年Ny　Tsi－Ze＆Choong

Shin－Piawが水素の蓮続光源を用いて詳しく求めたの

で・現在まで殆んどこの値が用いられている．最近E．

C・Y・イソと田中はもっと純粋なオゾジを用い，Ny等

と異った装置，吸牧係数を求め，Ny　Choongよりもい

くらか（最大20％）小さい値をだしている．

1954年8月

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、。鞭
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　オゾンの光の吸牧と測定の原理
紫外部につ』、てNパh．．ngカ§求めたオゾソの吸吸、羅

係数αを球葦すると第1表（a）に示す数値をとって挙ン

第1・表　紫外部及び可覗部における

　　　　オゾンの吸牧係数α

　　（a）紫外部　　　　。　　（b）可覗部

入（AO）

2136

2400

2500

2553

2600

2800

α（歯）

12．3

99

139

145

134

55

入

3000

3200

’3400

3526

α

4．95

0．42

・0．035

0．010

入

4380

5012

6010

6500

7036

7516

α
．

0．0004

0．018

0．068

0．031

0．011

0．003
、Tll一

り・・．2553A曝大があり初値は・45で，34・QAあ．ぺ

たりでは殆んど間題にならない．今試みにオゾソ全量が

0・22cm（日本あたりの値）で，太陽を仮に天頂にある’

ものとして，地表に達する太陽彊度がどんな値になるか

を計算してみると，第2表のよろになる．表中Aはオゾ

　　　　　　第　2。表

太陽が天頂にある場合の太陽光線の地
表への到達率（％）・

A…オゾンのないとき　B…オゾン杢：量0．22cmのとき

波長

　　　ロ2550A

2700

2900

3000

3300

3500

4000

5000

6000

7000

8000

9000

10000

A

8
16

25

32

46

55

71

88

94

97

98

99

90

B
1．7×10－31

1．6×10－20

1．0×10－3

　2．5

44

　55

71

87

　91

96

98

99

99

B一一×100
A
2×10－29

1×10－19

4×10－3

　8

96

100

100　、

99

97

99

100

100

100

、　㌦

ソの存在しない場合のものであって，これは大気の分子

が光を散乱するために弱まったもので・ヤ鱒るレイレ・譲

難殻撫鍵懸難♀魏爆
けによる影響を表わすものである．但しこの表け大気ぱ・，。・蕪

理想的に透明で，塵埃等は含んでいないとしてある．こ・濃麟。

の表から㎜・A以下にもなれば如何に嚇力§大きいか☆鞭

’がわ瑚り・太陽スペクトルも撮影されないこ≧がうなず』、緩躾

かれる・　・。　　　一塁・「慧
　叉第3表は3つの波長の光について，色色の太陽高度義1曝燃

’ 。、3・ヂ
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第3表
地表におけ鵡光線嚥（単位：c謂。A）
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　甥と太陽天頂距離θ又は水Z卜面からの太陽高度

角hの関係

刎　　　1　　　2　　　　3　　　　4
　　　　ル　ユ　　　ペ　　　　　　　　　ロ　　　　　　ロ

θ1　－
　　OoOO『　60000『　　700319　75031グ

　ユ
higOoOα3000α1go29『1402gF

オゾソ全量に対し地表で得られる光の強さを計算した

もので，＊　この場合，地球外の光の強度には実測値（地

表での観測値から計算したもの）を用いてあり・レイ

レイ散乱は考えてあるが，大気は理想的に透明である

（δ＝0）としてある・．この表から分るよ弓に，地表で

5ける光の強さは太陽高度とオゾソ全量に関係するか

ら，地表で光の彊さを測定すれば逆にオゾソ全量を決定

することができる．

　ドブソソの器械では塵裳等の影響δを除くために2っ

の光の彊さの比を測定するよ弓になっており・分光暴の

常数は地球大気外におげる』2つの光の強さの比と共に

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ予め検定してきめておく，用いる波長は例えば3112Aと

　　ロ3323Aの組合せである．

　コプレソツのフィルターの方式では波長は単色光でな

く巾をもっているために瞼定はめんど5であるが，原理

的にはドブソソの方式と同じである・

　レゲナー，コブレソツの方法やロケットによる垂直分

＊今一つの波長の光にっいて地球大気外における太陽光

線の張度を為，地表でのそれを1，オゾンの吸牧係数を

α，セイレイの散乱係数をβ，塵埃等波長に比べて大き

な粒子による散乱係数をδ，オゾン全量をκ，太陽光線

の空気中を通過する道のり．を卿，（太陽が天頂にあると

きの空気中の道のりを単位として測る）とすると

　　　　　　　　1＝る10一（伽＋β＋δ池

．但し甥が大きいときは修正を要する．第2表，第3表は

δ＝0として計算してある．もやの多いときなどを除い

．てはδは近似的に波長に無関係である・

4

布の測定は器械の位置から上方にあるオゾソ全量を

次々に測定してゆくもので，原理的には上のものと

全く同じである．

　　ドブソソ型ではゲッツ効果を利用して垂直分布を
，

知ることができることは前に述べたから，ここでは

ゲッツ効果について簡単に読明しよう．天頂からく
　　　　　　　　　　　　ロ　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ
る2つの光，例えば3112Aと3323Aの比を測定す

ると太陽天贋距離が増すと共に薫の比は減少する・しか

し太陽の天頂距離が85・（太陽が地李面上50）位になる

と，この比は最小になり，それ以後は却って増すこの現

象をゲレッ勅果といい，これは太陽光線が散乱点へく．る

間にオゾソによって受げる吸牧と，そこで散乱された光

が地表に達するまでに5げる吸牧の多少によって読明さ

れるが，この最小の起る角度にオゾソの垂直分布によづ

て定まる．これによって日出，日没時にはオゾソの垂直

分布を知ることができる，

　月食のときは太陽光線は地球大気をかすめて通るの

で，これがオゾソの中を通過するようになると，月から

の反射はそれだけ弱まることになるから，月食のときに

も垂直分布を知ることができる．これの特徴は太陽光線

が地球大気中を水干に長く通過するので，オゾソ濃度の

小さい上暦の測定が正確にできることであるが・おしむ

らくは機会が少ない．

　次にオゾソの可硯部の吸牧は第1表（b）に示す如く

はなはだ小さいので，この波長を使ってのオゾソ測定は

ほとんど行われない．

　最後に赤外部1；は3．6，4．8，5．8，9．6，14．1μ帯の

吸牧があり，．中でも9．6μ幣は吸牧が大きく且つうま’い

ことにここでは水蒸気の吸牧が少ないために・ストロソ

グはこの波長を用いてオゾソの重心の高さを求めた・そ

れは赤外部の吸牧が気圧によって変ることを利用したも

のである．なお彼は1115μ幣の赤外線を使って，水蒸

気量を出し9．6μ幣の水蒸気による吸牧を取り去ってヤ｝

る．

　地表におげるオゾソ量測定は太陽の代りに人工光源を

用いた上記と同檬な方法の外に，多量の室気を資料とし

て化学分析が行われる．飛行機観測の場合も亦同嫌に化

学的方法が用いられる．しかし上暦大気の中のオゾソ測

定はすべて太陽光線を用いてヤる，いわば他力本願珠で

あるので夜聞はほとんど不可能であ為（僅かに月が利珊

　　　　　　　　　　　　　　　　　　”瑚’』㌃．辛、忌．f

、ノ

・←・
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「

＿測

〕



し

ゆ

ド“

箪

し5る）光の吸牧によらないで，微量のオゾソを楡出

し，しかもオゾソゾソデとなしろる種類のものの発見が

望まれる．

　測定結果

長期に亘る観測結果は多く月李均値等で発表されてい

る．ドプソソの箪20年代のものは，吸牧係数学の修正

を行って今でも貴重な資料として用いられている．第1

図は緯度の異る5つの観測点での値である．第2図は緯

度分布年変化を同時に表わしたイソプレットである，と

れらは何れもドブソソの方式の器械によったものであ

る．第4図は垂直分布の例で，各種の器械によるものを

あげてある．ロケヅトによれば70kn1あたりまでオゾソ

は存在する，第5図はノルマソドの示した図で日日変化
　　　　　　　　　　　　　　、　，
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第5図　オゾン全量の日日変化と
　　　　他の気象要素の日日変化
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　　　　　第6図　オゾン全量の経年変化

いてはデリでの観測についてR・V・カラソデカー・は一ご．

般には午後が午前よリオゾソ全量が大きいめだと述慌趨

ている・　　　　　一　　　『灘
気象との臨　　 ・　　　　、纏
第7図をみるとオゾソ量と気象との聞に樒撚娠。灘

カミり力二あることがわかる．　　　　　　　　　　　，　　β 饗懇

　地止気圧配置とオゾソ全量との関係を調査したものは・瀬

多燭るが（主として欧洲）搬にオゾソ全嚴大瞭灘．

冷滞の後方に現楓オゾ溌量最柑温暖轍嘩．懇
方に現われる・これは北方からきた気団は・オゾソに富．構

んだ室気を上方にもってくるために，オゾソ量の増加が階

生じ・この樋続面眼方噸いているために・醐の謬

通過後に最大が卑われる・すゾソ全量最小は・南方か勝羅・

くるオゾソの少な膣気がきたことで上と同様に翻声1』ll

れている・温錨線についてドプソソ等の調査した一ウ霧

の例を第7図に示す・1940年11月17日13時に鰯㌧惹
低気圧が英国をおおい，そのときオゾソはその季節のZF匡
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第7図 1940．11．17～11．工9における温断前線の進行とオゾン全量の変化

（オゾン全量1ま李年値を100として表わしてある）

均値を上まわった量を示していた．工8日13時には西部

英国めオゾソ量は亭年値を下まわり，19日13時には前

線はアイルラソドの西部にまでおしよせ，各観測所のオー

’ゾソ全量は全部ひくくなり上述のことをよく表わしてい

る．

　その外オゾソと雷や眞珠雲との関係，叉地磁気との関

係等についても二三の調査はあるが，何れも資料に乏し

く決定的なことは出ていない、

二押罫

奪・

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、講

綴　．・　、』　囎
　オゾソは何故以上の様な分布や変動をするのであろ、5～』礎

醗づ大気中でのオゾソの鍼清滅302之203光化学譜

的に紫外線潜酸素やオゾソに当った為に起る・熟的に起鰹盤

るの二種の過程であろう．この2つからオゾソが化弊ll蟷琴・

衡の状態にあるとしてオゾソ分布を計算すると，オゾソ、、聴

濃度最大の暦はでるが・オゾソ全量は赤道附近で大き隙懸

1954年8月
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　　　い結果を生ずる．ところで，2つの反応過程でオゾソの

　　　できる反応速度を計算すると，もちろん無限大り速度を
サば

サユ　　グ

総　　もっているのではない・計算の結果によると・オゾソ濃

影　　度が亭衡濃度からズレると35km附近の紫外線張度の

　　　もとでは約1時間でズレが孚分にへるが，20km附近の

　　　紫外線強度では1週聞以上か～ってやっとズレが牛分に

　　　なる．

　　　　このことは下部成暦圏や対流圏の室気塊に含まれるオ

　　　ゾソ量は可成りの保存性を持っていることになる．

　　　　そ’こで太陽輻射の外に，大気の流れ（水李垂直）みだ
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れ，なども考えにいれ，且つ水蒸気や塵埃その他による

オゾソ分解の作用も考に入れて式がなされ，赤道でオゾ

ソ全量最大ということが解潰するなと可成りよくなった

が，それでも爾満足すべき結果ではない．・

　このように大気オゾソの間題は未解決の部を多く含ん

でいる．それらは観測資料が多く集まり，その上オゾソ

の性質，大気の環琉，太陽輻射，及び大気中での輻射な

どの研究が進むにつれて次第に到明してくることであろ
ろ・．

　　　　　　　　　　　　　　　　（高厨気象台）
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日本の測候史上における

シーボルトの業績

う

水 山 盛 霊
口

岬晒一一一一《一1A－w、～内専　　は：しがき

　　独人ドクトル・フォソ・シーボルト（1）が，1823年（文政

　6年）8月，長崎出島蘭館の医官として，はじめて日本

　の土を踏んだのは，若冠27才の時であった．彼によっ

　て鎖国末期の日本に，その專門の医学のみならず，近代

　技術の基礎たる物理・化学・数学などの純正科学の本格

　的移植が行われ，国民の啓発に大いに貢献した事は，多

　くの人々によって，よく知られている事実であろろ．シ

　ーボルトは在日わずか6力年余に過ぎなかったが，その

　間，日本に関する万有学的（地理・歴史・制度文物・慣
ロ
｝
習

・言語・動植・鉱物などにわたる）調査研究に精励し

　1日たりとも怠る事がなかった．

　　彼の紀行文・書かん・論文および縛記などは“NIPP－

　ON，’とい5題名の本，その他に集録されていて，本邦

　におげるシーボルト研究者にとって貴重な文献となって

　いる．

　　シーボルトは気圧計や寒暖計などの測候器具を携えて

　来朝しており，長崎においては毎日気象観測を行った事

　と思われるが，日々の観測値をまとめた記録は見当ら

　ず，た父前記の著書の中の所々に，観測結果や，気象学

　的記述が若干散見されるに過ぎない．しかしこれら断片

　的の記録でも，本邦の測候史上，貴重な参考資料になる

　と考えられるから，主なる事項を取まとめ，本誌上を借

（1）1796年2月17日ドイツのウユルルツブルグにて
　　生る．

（2）”NIPPONl‘の原本には，気圧の観測値を示すの
　　にインチを2個のアクセントで，その下のケタを
　　3個アクセント（たとえぱ29”2〃’）』で示してあ
　　る．果卑の訳は分・秒となつている．

6
＼
、

りて御紹介したいと思う．

　支那東海で彊い海流を観測

　日本研究の熟烈なる希望に胸をふくらませて，長崎に

赴任する若き科学者シーボルトを乗せた，蘭艦デ・ドリ

ー・ヘヂュステルス号（DeDrieGezusters）隷，．1823

年6月28日バタピヤを出帆し，台湾経由で長崎に向5

途中，支那東海の眞中で，彊い海流に遭遇した．この時

の記事は次の通りであるが，この海流をノットに換算し

てみると・ほぼ東北東の4ノット位になう．黒潮の速さ

は本海のところで大体2～3ノット程度で，北緯28度，

東経125度あたりでは，1ノット以下が普通であるか

ら，この場合の海流は異常海流にあったに相違ない．

　「1823年7月30日1強き潮流る．正午の観測により

て，24時聞内に北へ34分，東へ1度36分となるをあ

らかじめ知りたり．我らは正午に北緯28度30分，東経

124度48分にあり，気圧計は29イメチ2（2）（989mb）

に落ち，風は凍しく東南東より吹く．我らは暴風の来ら

んことを恐る。」

　さてこ＼で，シーボルトの用いた気圧計の目盛につい

て一言ふれて置かねばならない．何となれば，彼の記録

中には，’2つの異った単位で測ったと思われる気圧の値
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ
が出てくるからである．渡日の船中および出島蘭館で使

用した本式の気圧計は英イソチ目盛のものであり，江戸

参府の際に持参した測高気圧計は仏イソチで目盛られて・

いたものと1それぞれ彼の観測値の大きさから到断出来

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノる．また1845年発刊のKAEMTZのMeteorologyに
よると，当時用いられていた気圧計は，英国では英イソ

チとその10分数・フラソ，不ではミリ〆一トル・　ドイツ

　　　　　　　　　　　　　　　　　”天気”・。1．・、4、
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